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「推論」 

 

１．命題論理 

 

命題：文（世界について述べている文） 

命題変数：Ｐ，Ｑなど 

結合記号：否定￢，連言∧，選言∨，含意⇒，同値⇔ 

真理値：真（Ｔ），偽（Ｆ） 

 

真理値表 

 

 

 

 

 

 

妥当命題：常に真となる命題 

充足不能命題：常に偽となる命題 

 

２．述語論理 

 

定数記号：ａ，ｂ，ｃなど， 

変数記号：ｘ，ｙ，ｚなど 

関数記号：ｆ，ｇなど， 

述語記号：Ｐ，Ｑなど 

限量記号：∀，∃ 

∀：全称記号と呼ばれ，「すべての個体について～である」という概念を表す． 

∃：存在記号と呼ばれ，「～であるような個体が少なくとも１つ存在する」という概念を表す． 

 

論理式の例： 

∀ｘ［Ｈ（ｘ）⇒∃ｙ［Ｆ（ｙ）∧Ｌ（ｘ，ｙ）］］ 

 

３．推論 

 

演繹：一般的な規則から個別的な事実を導く推論（厳密な意味での推論） 

帰納：個別的な事実の集まりから一般法則を導く推論 

アブダクション：物事の原因を探る場合に適している推論 

 

導出の方法 

Ｐ，Ｐ⇒Ｑ├Ｑ 

Ｐ⇒Ｑ，Ｑ⇒Ｒ├Ｐ⇒Ｒ 

 

導出の一般的な表現 

Ｐ∨Ｑ１∨Ｑ２…∨Ｑｍ，￢Ｐ∨Ｒ１∨Ｒ２…∨Ｒｎ├Ｑ１∨Ｑ２…∨Ｑｍ∨Ｒ１∨Ｒ２…∨Ｒｎ 

（Ｐと￢Ｐを除いた節の選言） 

 

前向き推論 

前提から導出を始めて結論を導く 

後向き推論 

結論から導出を始めて前提にたどりつく 

Ｐ ￢Ｐ 

Ｔ Ｆ 

Ｆ Ｔ 

Ｐ Ｑ Ｐ∧Ｑ Ｐ∨Ｑ Ｐ⇒Ｑ Ｐ⇔Ｑ 

Ｔ Ｔ Ｔ Ｔ Ｔ Ｔ 

Ｔ Ｆ Ｆ Ｔ Ｆ Ｆ 

Ｆ Ｔ Ｆ Ｔ Ｔ Ｆ 

Ｆ Ｆ Ｆ Ｆ Ｔ Ｔ 



背理法：証明すべき目標の否定が充足不能であることを示す 

 

推論→探索の問題 

 

４．ファジィ論理 

 

ファジィ集合： 

ファジィ集合は，クリスプ集合の特性関数の値域を［０，１］へと拡張した関数によって定義され

る．この関数をメンバーシップ関数という． 

 

ファジィ命題： 

ファジィ集合を用いて表される命題 

ファジィ命題「ｘ is Ａ」の真理値は，ファジィ集合Ａのメンバーシップ関数 μＡ（ｘ）で表され

ると考える． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

述語修飾 

age(John)  is  not  YOUNG 

age(John)  is  YOUNG →   age(John)  is  very  YOUNG 

age(John)  is  more or less  YOUNG 

 

修飾語ｍによって述語Ａが修飾されたファジィ命題「ｘ is ｍＡ」の真理値μｍＡ（ｘ）は， 

１－μＡ（ｘ）  ： ｍ＝not の場合 

μＡ（ｘ）２ ： ｍ＝very の場合 

μＡ（ｘ）0.5  ： ｍ＝more or less の場合 

となる． 

 

ファジィ推論： 

ＲをＸからＹへのファジィ関係，ＡをＸにおけるファジィ集合としたとき， 

RAB =  
によってＹにおけるファジィ集合Ｂが導かれるとする． 

 

例： 

Ｘ＝Ｙ＝｛１，２，３｝とし 

Ａ＝LARGE＝0.1/1＋0.4/2＋1/3 

Ｒ＝APPROXIMATELY-EQUAL＝1/(1,1)＋1/(2,2)＋1/(3,3) 

＋0.5/(1,2)＋0.5/(2,1)＋0.5/(2,3)＋0.5/(3,2) 

とすれば 
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が得られる． 

 

more or less LARGE＝0.10.5/1＋0.40.5/2＋10.5/3＝0.32/1＋0.63/2＋1/3 

であるから，Ｂは近似的に more or less LARGEであると考えられる． 

したがって，次のような推論が得られる． 

ｘ is large 

ｘ and ｙ is approximately equal 

 

ｙ is more or less large 

 

５．非単調論理 

 

論理体系の単調性 

公理の集合Ａから証明される定理の集合 Th（Ａ） 

集合Ａにいくつかの公理をつけ加えた集合Ｂから証明される集合 Th（Ｂ） 

とすると，Th（Ａ）は Th（Ｂ）に必ず含まれる 

Ａ⊂Ｂならば Th（Ａ）⊆Th（Ｂ） 

 

単調性が成り立たない場合を非単調性という 

例外が含まれる公理が存在する場合は，非単調性となる 

 

閉世界： 

与えられた情報が世界のすべてであり，それ以上の情報が後で得られない 

Prolog の論理体系は閉世界仮説を採用している 

 

推論：証明されないものが偽であるとみなす 

「Ｐ（ｘ）が証明できなければ，￢Ｐ（ｘ）とする」 

 

例：BLOCK（ａ）∧BLOCK（ｂ）∧BLOCK（ｃ）という事実 

これから BLOCK（ｄ）は証明できないから 

￢BLOCK（ｄ）と仮定する 
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